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法政大学の理念と目的

Ø「自由と進歩」の建学の精神をもって、何事にも

絶えず挑戦し新しい伝統を創造し続ける

Ø建学の精神に基づき、激動する21世紀の難局を打

開できる「自立的で人間力豊かなリーダーの育成

と時代の最先端を行く高度な研究」を行う

Ø教育と研究を社会に還元することを通じて、   

「持続可能な地球社会の構築」に貢献する



生命科学部の理念と目的

Ø生命科学の更なる基本原理の解明とその成果を

多面的に利用し、人類の生存環境の向上に資す

るための諸課題に取り組む

Ø「もの」と「知」と「技術」に立脚した創造的

教育を志向する

Ø「生命」と「環境」と「物質」三領域の有機的

連関に基づく、最新の生命科学の知見を活用し

た「持続可能な地球社会の構築」に貢献できる

ような人材の育成を目指す



環境応用化学科の理念と目的

Ø環境に優しい化学技術や機能性物質の

開発・研究を行う

Øグリーンケミストリの教育を基盤とし

て、地球環境や生体保全に貢献できる

人材を育成する



環境応用化学科（研究室）

無機環境化学

無機合成化学

環境物質科学

環境材料物性化学

環境材料化学

有機典型元素化学

高分子化学

環境粉体工学

生体化学工学

環境共生化学

学科オリジナルホームページ参照 https://chem.ws.hosei.ac.jp/wp/



教職員紹介

教員

明石 孝也

石垣 隆正

緒方 啓典 （専攻主任）

河内 敦 （学科主任）

杉山 賢次

高井 和之

森  隆昌

山下 明泰

渡邊 雄二郎

尾池 秀章（化学）

小鍋 哲（物理）

教務助手＆教育技術嘱託

駒澤 光祐

谷口 萌花

三宅 裕也

Phanuwat Khlaisongkhram

松永 知美（科学実験）

木口 崇彦
北村 研太



大学からの情報，どこから得る？

ü 法政ポータルサイト(Hoppii)

ü 生命科学部HP

ü 学科掲示板

ü 学務課窓口



法政ポータルサイト(Hoppii)
https://hoppii.hosei.ac.jp

学習支援システム，情報システム，Web掲示板，

Webメール(大学専用Gmail)等にアクセス可能



法政ポータルサイト(Hoppii)
https://hoppii.hosei.ac.jp



生命科学部HP
https://www.hosei.ac.jp/seimei/important/

生命科学部生に必要な情報を集約



生命科学部HP
https://www.hosei.ac.jp/seimei/important/



履修の手引き・時間割



履修の手順



シラバス



履修登録の注意点

•進級条件に注意！

•1年生の時に40単位以上の習得を目指す

•年間上限：49単位（半期30単位以内）

•4月に春学期・秋学期科目ともに履修登録する

•秋学期に履修を変更する機会があるが、

年間上限を超えることはできない

•１-2年次修得単位の合計として８０単位以上を目指す

•配当年次の必修科目は必ず履修登録すること

•英語資格試験準備講座（TOEICで単位認定申請可）



☆学習支援システム

履修登録期間中に仮登録することで，授業教材の参照やダウンロード，課題や小

テストの実施，授業に関するお知らせ（休講・教室変更などの時間割変更等）を

受け取ることができる。

☆情報システム

履修登録期間中に履修登録（本登録）することで，正式な履修登録と成績評価が

受けられる。

⚠「学習支援システム」と「情報システム」は別々のシステムなので，情報シス

テムに本登録せず，学習支援システムのみに仮登録した科目は，履修登録科目と

ならない。業を受講していた場合でも，評価・単位の認定が受けられない。

各自履修計画を立て，指定された期間内に必ず履修登録をおこなう。

「応用化学基礎」の第１回目の授業で履修指導をおこなう。

履修登録受付期間：4月6日(土)10:00～4月19日(金)26:00

履修登録について



履修登録について



学習支援システム☆☆☆



情報システム☆☆☆



Web掲示板☆☆☆

学部・研究科からのお知らせは，全てWeb掲示板に掲

示されています。

Web掲示板には所属学部・研究科からのお知らせや，

大学の様々な部局からのお知らせが掲示されます。所

属学部・研究科からのお知らせは特に重要な情報です

ので，こまめに確認してください。

法政ポータルサイト（Hoppii）

→【Web掲示板】へ



環境応用化学科掲示板☆☆

→東館1階学科事務室横へ



教科書販売



成績評価基準およびGrade Point(GP)

ＧＰＡ= ＜登録科目の取得ＧＰ ｘ 単位＞の総和

＜登録科目の単位＞の総和

評
価

S A+ A A- B+ B B- C+ C C- D E

GP 4.0 3.3 3.0 2.7 2.3 2.0 1.7 1.3 1.0 0.7 0.0 0.0

成績評価の定義（LG：Letter Grade）
S：学習目標を満たし卓越した成績をあげた
A：学習目標を満たし優秀な成績をあげた
B：おおむね学習目標を満たした
C：最低限の学習目標を満たしたが、不十分な点も見られる
D：学習目標を満たしていない
E：未受験、採点不能
＊各LG内で特に留意すべき加点・減点がある場合、＋－を付加します。



Grade Point Average (GPA)

ＧＰＡ=
＜登録科目の取得ＧＰ ｘ 単位＞の総和

＜登録科目の単位＞の総和

•研究室配属

１〜２年次の高GPA獲得者が優先される(半数)

•企業への学校推薦

•大学院への内部推薦(3年秋学期までの累積)

評
価

S A+ A A- B+ B B- C+ C C- D E

GP 4.0 3.3 3.0 2.7 2.3 2.0 1.7 1.3 1.0 0.7 0.0 0.0



講義・演習・実験科目について

• 応用化学基礎 春学期 月曜日 ２時限

• 科学実験 I, II, III 春学期 水曜日 ３−５時限

• 基礎応用化学実験 秋学期 月曜日 １-２時限

• 応用化学入門 春学期 月曜日 ３時限

• 化学基礎 I, II（Kクラス） 春・秋学期 木曜日 １時限

• 化学基礎 I, II（Lクラス） 春・秋学期 火曜日 ３時限

• 物理学基礎 I, II（Kクラス） 春・秋学期 火曜日 １時限

• 物理学基礎 I, II（Lクラス） 春・秋学期 火曜日 2時限

• 初年度数学科目

• 入門物理学、入門数学



•履修：春学期 月曜日 ２時限（必修科目）

•担当：環境応用化学科全教員（9 名）

•少人数の９クラスに分かれて、ゼミ形式で担当教員から

４年間の基礎になる事項を学ぶ

•初回：4月8日 履修登録指導

•心理カウンセラーによる講演（5月，1回）

•キャリア教育（7月，2回）

•化学分野の最先端の研究内容を英文で読む

•クラス別：各教員独自の内容

•クラス分けと各クラスの集合場所に注意！

応用化学基礎



明石孝也

Eゼミ5
24Y2001
24Y2002
24Y2003
24Y2004
24Y2005
24Y2006
24Y2007
24Y2008
24Y2009

応用化学基礎 クラス分け

学科掲示板に掲示しています

クラスと集合場所を確認すること

石垣隆正

Eゼミ4
24Y2010
24Y2011
24Y2012
24Y2014
24Y2015
24Y2016
24Y2017
24Y2018

緒方啓典

E209
24Y2019
24Y2020
24Y2021
24Y2022
24Y2023
24Y2024
24Y2025
24Y2026
24Y2027

河内敦

Nゼミ4
24Y2028
24Y2029
24Y2030
24Y2031
24Y2032
24Y2033
24Y2034
24Y2035
23Y2143

杉山賢次

Nゼミ5
24Y2036
24Y2037
24Y2038
24Y2039
24Y2040
24Y2101
24Y2102
24Y2103

高井和之

Eゼミ2
24Y2104
24Y2105
24Y2106
24Y2107
24Y2108
24Y2109
24Y2110
24Y2111
24Y2112

森隆昌

Nゼミ2
24Y2113
24Y2114
24Y2115
24Y2116
24Y2117
24Y2118
24Y2119
24Y2120
24Y2121

山下明泰

Nゼミ1
24Y2122
24Y2123
24Y2124
24Y2125
24Y2127
24Y2128
24Y2129
24Y2130
24Y2131

渡邊雄二郎

Wゼミ1
24Y2132
24Y2133
24Y2134
24Y2135
24Y2136
24Y2137
24Y2138
24Y2139
24Y2140

E = 東館 N = 北館 W = 西館



〇授業の内容
現代化学を学ぶための基礎となる物理・数学・
情報処理⼊⾨

〇4⽉8⽇（⽉）から対⾯形式で授業開始
→ 貸与ノートPCを⽤いた演習を⾏う

→ 登校準備として
PC⽴ち上げやWindowsへのログインを事前確認しておく
貸与ノートPC・ACアダプタを持参して登校
個⼈所有のマウスの持参は推奨

→ 詳細は学習⽀援システムの「応⽤化学⼊⾨」ページでの
アナウンス内容を事前によく確認しておくこと

応用化学入門



ERP (英語強化プログラム)
• ＥＲＰ（英語強化プログラム）は、ネイティブスピーカー講師による
英語スキルの養成とその統合を目的としたプログラムです。将来、海
外留学や国際的な企業・機関への就職を検討している方や英語力をさ

らに伸ばしたい意欲のある方におすすめです！

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/

・1クラス15名程度の少人数授業（対面及びオンラインで開講）
・授業はオールイングリッシュ

・listening, speaking, reading, writing の 4 技能統合を重視した授業
・受講料は無料（教材費のみ必要）

・受講にはTOEIC500点以上が必要
（英語が好きで、モチベーションの高い学生が多く受講します）

・卒業に必要な単位に含めることが可能（自由選択科目）

注目すべきポイント！



入退室自由
動画配信中



化学基礎Ⅰ•Ⅱ

プレースメントテストの結果を参考にクラス分け

を行い，各クラスに合わせた授業を行います。

クラス分けの結果は，学科掲示板でお知らせします。

Kクラス： 木曜日の１時限

Lクラス： 火曜日の３時限

履修登録，学習支援システム登録は，それぞれ指

定されたクラスで行なってください。



実験科目の案内

•科学実験 I, II, III

ü春学期 ３〜５時限

ü白衣・防護メガネ・名札(初回に配布)を
必ず着用すること

＊対面授業（オンラインも併用）となります

＊白衣・防護メガネは生協で購入すること

•基礎応用化学実験

ü秋学期 月曜日 １,２時限

（春学期の授業と同様に履修登録が必要です！）



ラーニングサポーター

•成績優秀で親切な先輩に相談できます

•履修・授業・宿題等、分からないことや困ってい

ることがあったら、気軽にラーニングサポーター

と相談してみましょう！

•昼休みに対面(春学期ゼミ室３ 秋学期ゼミ室5)

   およびオンライン（Zoom）で実施予定です

•予約不要です。実施曜日とZoomに参加するため

の情報は追って連絡します

•学科掲示板でも案内しますので確認してください



物理学の知識と考え方は、2年次以降の専門科目を理解す

る上で極めて重要になります。化学を深く理解するために

も、履修を強く推奨します。

物理学基礎Ⅰ•Ⅱ

24Y2001〜24Y2040(学生証番号の前半)
春学期：Kクラス(火曜日1限)
秋学期：Lクラス(火曜日2限)

24Y2101〜24Y2140(学生証番号の後半)
春学期：Lクラス(火曜日2限)
秋学期：Kクラス(火曜日1限)

（＊）春学期と秋学期でクラス(時間割)が入れ替わります。



入門物理学、入門数学について

これらはリメディアル科目で、高校で学ぶ物理や数
学の理解が不十分な学生のために開講します。プレー
スメントテストの結果が良くなかった学生に履修を強
く推奨します(該当学生にはメールで連絡します)。

卒業単位には含まれませんが、この科目で学ぶ内容
を理解していないと、専門科目を理解することは極め
て難しいです。



初年度の数学科目は重要！

自然法則は数学の言葉で記述されます．

この先，専門的な科目を学んでいくにあたり，様々な現象や自然法則を勉強すること

になります．

その際，もっともシンプルかつ誤解を生まない表現として数学的な表現が現れるわけ

です．ただ，いかに数学に言語として高い性能があったとしても，読み手がその意味

を 理解する技術がない状態では話になりません．

春学期科目: 微分積分学及び演習I,  線形代数学及び演習I

秋学期科目: 微分積分学及び演習II,  線形代数学及び演習II

ニュートンの運動方程式

これらは大学で扱う数学の基礎中の基礎を学べる科目です．

どんなものか軽く
見てみましょう

微分積分学I 担当 伊藤賢太郎(生命機能学科）



線形代数学：行列を扱う数学
誤解を恐れずに言ってしまえば，
「連立方程式を解くための便利なツール」
なのですが，その適用範囲は連立方程式にとどまりません．
線形性という性質もっているもの全般に応用がききます．
量子力学（量子化学）を理解するためには，線形代数の知識は
大いに助けになります．（情報系への応用もめざましい）

微分積分学：
「理工系必修の自然現象を記述するための言語」

高校で習った範囲に加えて多変数関数の微分積分を扱います．
熱力学（偏微分，全微分），反応速度論（微分方程式）など，様々な
分野を理解するために大変重要．

初年度の数学科目は重要！



ほとんどの学生にとって，独習で大学の数学を身につけるのは
困難が伴う思います．それだけ，高校までと大学の数学には
ギャップが存在します．

だからこそ，授業＋演習という形で数学の基礎を学べる機会を
有効活用してもらいたいと思います．
「数学という言語の理解（と応用）」のための講義なので，特別な
数学的ひらめきは必要なく一段，一段と階段を登るように積み上
げていけば必ず理解ができるはずです．時間はかかるかもしれ
ませんが，数学の苦手意識が軽減されれば，今後の専門科目の
敷居も自然と下がるでしょう．

皆さまの賢い選択を期待します．

初年度の数学科目は重要！



これらの科目は理系教養科目であり，必修では

ありませんが， 2年次以降の専門科目において必

要とされる知識・センスを身に付ける上での重要

な科目です。これらの科目を履修しない場合，専

門科目の理解が難しく，単位取得ができないこと

がありますので，履修を強く推奨します。

微分積分学および演習Ⅰ•Ⅱ
線形代数学および演習Ⅰ・Ⅱ



教職を目指そうとしている方へ !

「生命科学部ＨＰ：2024年度の各種ガイダンス、PC
貸与、健康診断の日程について」
https://www.hosei.ac.jp/seimei/info/article-
20210303140903/
のページに「教職課程ガイダンス」動画があります。
https://youtu.be/5lZ7pjg5xYA
教職を目指す人は、各自視聴してください。

履修にあたっては「教職課程履修の手引き」を熟読し
てください。

教職課程について



教職課程について



教職課程について



不正行為について
履修の手引き p.75~ 



不正行為について
履修の手引き p.77~ 



生成AIについて



生成AIについて



生成AIについて

環境応用化学科としての見解

レポート作成時に生成AIを使用することは

教員が許可した場合を除いて

不正行為とみなす



奨学金の申請について



奨学金の申請について



奨学金の申請について



授業・履修関連について

☞ 学務課（管理棟2階）へ

統合認証ID・PWについて

☞ 総合情報センター（管理棟4階）へ

PC設定等について

☞ 総合情報センター/eduサポートセンター
（西館地下1階）へ

問い合わせ先


